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（4）  ニューナム・カレッジは，ケンブリッジ高等地方試験（Cambridge Higher Local Examination， 同大学入学








England Council for Promoting the Higher Education of Women，大学構外のさまざまなセンターで学ぶ
成人を対象とするパートタイムの高等教育を実現した重要な圧力団体の1つ） の書記をつとめていたAnne 
Jemima Clough（1820—1892） であり，彼女は，後にニューナム・カレッジの初代学長に就任することとなる
（Purvis,June, A History of Women’s Education in England, 1991，p.109.）。
（5）  Catherineのニューナム・カレッジでの学生生活の様子に関しては，拙論「イギリス19世紀末の女子高等教育








（The Creation of the Home，pp.1-13），第Ⅱ章：家族との生活 （The Life of the Family，
















































































































































































































































































































































































































































































が明らかにされていることも付記しておく（ Tosh, John, A Man's Place :  Masculinity and the Middle-Class 



































































思想をめぐって，彼女の著書である『娘の養育』（The Upbringing of Daughters ，1917年） 
の 第Ⅰ章：家庭の創造 （The Creation of the Home，pp.1-13），第Ⅱ章：家族との生活 （The 







“home”の定義，（2） 理想的な家庭の要件，（3） 理想的な家庭を創造するための配慮（ⅰ. 精
神面での配慮，ⅱ. 経済面での配慮，ⅲ. 母親の役割） を設定して検討を加えた。
第Ⅱ章では，家族との生活のあり方をめぐる彼女の見解について，5項目：（1） 家族との
生活のあり方を考察する際の視座，（2） 家族との生活上の留意点，（3） 子どもへの教育的



















Upbringing of Daughters ，1917年） に依拠して論考を進めた。
以前の拙論において，彼女が，家庭教育に価値を認め，これを学校教育よりも優位にみ
ていることを指摘しているが，高等教育機関にまで学んだ人物がなぜこうした思想をとる
のか，彼女は家庭教育のいかなる部分に意義を見出しているのか，なぜ学校教育ではなく
家庭教育を重んじているのかさらなる理解を目指した。
第Ⅰ章において，理想的な家庭の創造をめぐる彼女の見解に関して，第Ⅱ章では，家族
との生活のあり方をめぐる彼女の見解について，第Ⅲ章において，家庭生活，および，家庭
での養育をめぐる彼女の見解に関して検討した。そして，これらの検討内容を踏まえ，第
Ⅳ章では，彼女の家庭，および，家庭での養育をめぐる思想の特徴を指摘するとともに，上
記の疑問点についての考察も加えた。
